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アル イン コ の 直流 安定 化 電源 DAM-331D を 、 
お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ 
いま す 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発 所 さ せ て 効 
果 的 に ご 使用 いた だ く た め に 、 こ の 取扱 説 
明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ い 。 

また この 取扱 説明 書 は 、 必ず 保存 し て 下さ い 。 
ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 


全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 惑 口 に つなが り ま す 。 


に お 役に立ち ます 。 節 付 時 間 ノ 10:00ー17:00 月 人 金 (所 日 及び 1g:00… 13: は 路 き ます ) 
ホー ムペ ー ジ http://www.alinCo.CO.jp/ 「 電 子 暫 第 」 を ご覧 くだ さい 。 
COHENC 
1 と っ Copyright Alinco, Inc. PS0595 
加 ア し イコ コ 株 式 会 社 
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画 概 要 画定 格 
アル イン コ OM-331D は 、PSE( 国 内 安全 規格 ) を 取得 レ 、PFC( 放 率 改 和 回 路 を 搭載 し た 一 
宮 効 率 の スイ ッ チ ング 方 式 の 小型 還 高 性 能 直流 安定 化 電源 で す 。 大型 液晶 表 示 の 表 和信 力 電圧 | AC90V~130V50~60Hz | | 電圧 表示 骨 着 | 03V 
で 入力 電圧 や 出力 電圧 の 出 力 電流 、 そ の 他 の 状態 を 一 度 に 見 る こと が で きま す 。 折 機 出力 電 圧 | 5-15vg 秋 電流 表示 誤差 | 上 2A (5A 以 ) 
等 で 気 に な る スイ ッ チ ング ノイ ズ も 理 減 し て いま す 。 万 一 発生 し た ノイ ズ に つい て も ノ 電電 28 計 00 0.5A (5A 末 満 ) 
イズ オフ セッ ト 機 能 を 使用 する こと で 、 ノ イズ を 回 避 す る ご と が で き 、 また プリ セッ ト 流 | 連続 Z5A( 屋 PT 
机 能 、 リ モー トコ ント ロー ル 機 能 な ど に より 希望 の 電圧 に 切り 合え る こと が で きま す 。 出力 電圧 究 動 累 | 2% 以 下 

安全 規 格 | PSE 取 坦 
出力 週 電流 内 


画 取 り 扱い 上 の 注意 保 謀 回 路 | つの " 和 必 動 流 制限 式 | | 環 境 対 応 | RoHS 対 応 
1. 本 機 シ ツ ャ ー シ は マイ ナス ら に な っ て いま 7 本 機 は パッ テリ ー 等 の 電流 容量 の 大 きい (動作 点 ) | 32AM よ 
す が 必 ず 入 力 ・ 出 力 は 指定 の 端子 ・ コ ー も の の 充電 用 と し て 設計 され て お り ま せ リッ プル 電圧 | 15mV 以 下 (定格 時 ) 
ド か ら 行っ て 下さ い 。 ん 。 故障 の 原因 に も な り ま す の で 、 そ の 


| 


生き まお | 210W0X800X2400DWmm 


2. 本 機 を 家庭 用 コン セン ト (AC100V) に 接 
続 する 時 は 、 必ず 本 機 の 電源 スイ ッ チ を 
OFF の 状態 で 行っ て 下さ い 。 

3. 本 機 は 風通し の 良い と ころ に 置き 、 ほ ご 


使用 は 避け て 下さ い 。 

8. 本 機 の 出力 用 シガー ソケット に は 、 た ば 
ご 用 の シガー ライ ター を 差し 込ま な いで 
下さ い 。 故障 の 原因 に な り ま す 。 


カ 率 | 90% 以 上 重 重 | 28Kg 


調 検 出 保 護 回 路 | ファ ン に よる 強制 空冷 


. りや 湿気 の 多い 所 で の 使用 は 避け て 下さ 9. ヒ ュー ズ の 交換 は 、 電源 コー ド を コン セ 圏 付属 品 
Ge ント より 外し た 状態 で 、 必ず 定格 の ヒュ ー ・ 保 証書 1 部 
4 本 機 は 充分 な 放 熟 設計 を 施し て いま す が 、 ズ を ご 使用 下さ い 。 - ・ 取扱 説明 書 (本 書 ) 1 部 
最大 定格 で 連続 使用 し ます と シャ ー シ が 10. 高 周波 電力 の 回 り 込み 対策 は 万 全 に し て ・ 電 源 コ ー ド 1 本 


高温 に な り ま す の で 手 な ど 触 れ な いよ う 
に ご 注意 下さ い 。 (放熱 器 が 一 定 以 上 の 
温度 に な る と 安全 の た め 保 護 回 路 に より 


出力 を 抑え ます ) 全 に アー ス を お 取り 下さ い 。 (後面 の アー dmW 許容 電流 | AWG | ケー ブル の | より 線 を 丸く 束ね た 場合 の 
5 定格 電流 内 で ご 使用 下さ い 。 過 食 荷 に な な ” "スピ ス に コー ド を つなぎ アー ス を お 取り 番号 | 断面 積 | 相当 する ケー ブル の 直径 d 
り ま す と 垂下 特性 の 保護 回 路 に より 出力 下さ い 。 ) 6 
7A | zz | 03m 」 
を 抑え ます 。 11. 本 機 を 改造 され た り 、 不 必要 に さわ る こ OS MM 
6. 出 力 伺 で ショ ー ト し た 場合 保護 回 路 が 動 と は 故障 の 原因 に も な り 危 険 で す の で 、 13A | 18 | 075mm 1.1mm 
作 し ます が 長 時 間 の ショ ー ト は 攻 障 の 原 。 お や め 下 さい 。 ま た 、 ご の 場合 は 保証 の 
A .25mme 『 
因 に な り ま す の で 、 す ぐに 電源 を OFF に 対象 外 と な り ま す 。 由 山 半 | 隊 Mou 0 
し て ショ ー ト の 原因 を 取り 除い て か ら ご 27A | 14 | 2omm 1.8mm 
INS 37A | 12 | 35mw 2.4mm 
プリ セッ ト 機 能 に つい て 49A | 1o | 55mw 30mm 


プリ セッ ト 電 圧 を セッ ト し て お く こ と に より (プリ セッ トス イッ チ ON 時 に プリ セッ ト ボ 
リュ ー ム で 電圧 調整 ) ワ ンタ ッ チ で 希望 の 電圧 に 切り 替え る こと が で きま す 。 ま た 、 プ リ 
セッ ト ON 時 は 前 面部 の 電圧 調整 ポリ ュー ム が 効か な なくなっ て いま す の で 、 誤っ て 過電圧 


等 を 発生 する の を 防ぎ ます 。 


お り ま す が 、 出力 電圧 が 不安 定 に な る 場 
合 が あり ます の で 、 安全 対策 、 ノ イズ 対 
策 と し て 本 体 シ ャ ー シ よ り ア ー ス 線 で 完 


年 (参考 ) ケ ー ブ ル の サイ ズ と 許容 電流 容量 の 目安 


※ 接 続 ケ ー ブ ル は 許容 電流 に 余裕 の ある も の を 使用 し て 下さ い 。 


画 各 部 の 名 称 と 操作 、 接 続 方 法 
( 導 面 ) 


※ 表 示 部 に つい て 、 別 ペー ジ の 注意 書き を お 読み 下さ い 。 
(後面 ) ⑯ ⑬ ⑨ ⑲ 


⑮ 9 / と べ -⑨ 
0 


⑩ 


① 電 源 ス イッ チ : ON で 電源 が 入り 、OFF で 電源 が 切れ ます 。 
@ 液 晶 表示 : 出力 電圧 
出力 電圧 を 表示 し ます 。 
電源 ON 時 に 、 出力 端子 で の 電圧 を 表示 し ます 。 
出力 電流 
出力 電流 を 表示 し ます 。. 
電源 ON 時 に 、 出力 端子 か ら 取 り 出さ れる 電流 の 合計 を 表示 し ます 。 
出力 電流 バー 表示 
出力 電流 を バー 表示 し ます 。 
電源 ON 時 に 、 出 力 端子 か ら 取 り 出さ れる 電流 の 合計 を 表示 し ます 。 
ー つ の バー が 3A で 、10 個 の バー で 30A ま で 表示 し ます 。 


出力 端子 : ブッ シュ 式 端子 。( 最 大 5A) ン ( 赤 が 中 側 、 県 が G 側 で す ) 


⑥ 出 力 端 子 : シガー ライ ター 
プリ セッ トイ ンジ ケー ター : 


プロ テク トイ ンジ ケー ター : 本 機 合 
表示 器 内 ) プ ロ テ ク トイ ンジ ケー ター が 点滅 する と 、 接続 機器 を 取り 外し 、 電源 スイ ッ 
チ を 入れ 直し て 下さ い 。 

②⑰ 宮 圧 調整 ボリ ュー ム : 出力 電圧 を 5 15V の 間 で 調整 する こと が で き 、 時 計 方 向 に 回 す 


と 電圧 が 高く な り 、 逆 に 回 


に セッ ト す る と 13.8V に な り ま す 。 
ノイ ズ オ フ セ ッ ト ボ リュ ー ム : 無線 機 等 使用 時 に 本 機 の スイ ッ チ ング ノ イズ が 気 に な 


る 場合 は 、 そ の ノイ ズ を 他 の 周波 数 に シフ ト す る こと が で きま す 。 (周波 数 帯 、 使 用 モ 


ソケット 式 。 (最大 10A) 
プリ セッ ト ON 時 に 点灯 し ます 。 (液晶 表示 器 内 ) 


ド 等 に より 効果 が な い 場合 も あり ます ) 
ファ ン モ ー タ ー : 内 部 温度 が 約 40 て に 上 昇 す る と 自動 的 に ファ ン モ ー タ ー が 回 り 強 制 


空冷 を し ます 。 


り モ ー ト コン トロ ー ル 端子 : リモ 


中 に 過 電 流 保護 回 路 が 働く と 点 減 し ます 。 (液晶 


回 す と 電圧 が 低く な り ま す 。 ま た 、 ポ リュ ー ム を 中 央 の 位置 


トコ ント ロー ラ 


を 接続 する 事 に より 、 本 機 か ら 


難 れ た 位置 で 出力 電圧 を 調整 する こと が で きま す 。 リ モー トコ ント ロー ル 上 端 に 援 続 


を 行う 場合 は 必ず 本 機 の 電源 は OFF の 状態 で 行っ て 下さ い 。 
巴 接 続 時 、 本 機 の 電圧 調整 ボリ ュー ム 、 ブ プリ セッ ト 機 能 は 合 


(リモ ー ト コン トロ ー ル 痛 


できません) 


プリ セッ ト 調 整 ボリ ュー ム : プリ セッ ト ON 時 の 出力 電圧 を 約 5 15V の 間 で 調整 する 
こと が で きま す 。 
プリ セッ トス イッ チ : この スイ ッ チ を ON に する こと に より 、 ブ プリ セッ ト 調 整 ポ リュ ー 
ム て で 調整 し た 電圧 を 全て の 端子 に 出力 し ます 。 
アー ス 上 端子 : アー スケ ー ブ ル の 接続 


⑲ 出 力 端 子 : 陸軍 式 タ ー ミ ナル 。 連続 25A( 最 大 30A) プ ( 赤 が び 側 、 


こ お 使 い 下 さい 。 


が ご 側 で す ) ケー ブ 


ル の 接続 に は 


は 6.0mm で す の で 圧 


H 販 の 圧着 端子 を 利 


し て 確実 に 結線 し て 下さ ざい 。 出 旋 端子 の 軸 の 外形 


E 着 端子 の 内 径 は 6.36.5mm の も の を 使っ て 下さ い 。 


⑮ 乾 源 レ セ プ タ ク ル : 付属 の 電源 コー ド を 差し 込み 、 交流 100V の コン セン ト に 接続 し 


ます 。 


ヒュ ー ズ : 定格 の ヒュ ー ズ (10A) を ご 使 
は 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 


こっ た 不具 合 | 


トト さい 。 定格 外 の ヒュ ー ズ を 使用 され て 起 


安全 上 の 注意 


この 説明 書 で は 


く 理 解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 
【 表 示 の 説明 】 


、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や や 損害 を 未然 に 防ぎ 、 
製品 を 安全 に お 使い いた だ く た め に 、 守っ て いた だ きた い 事 項 を 示し 
て いま す 。 本 文中 の マー ク の 意味 は 次 の 様 に な っ て いま す 。 内 容 を よ 


表 


表 


示 


示 の 


意 味 


" 誤っ た 


り 扱い を する と 人 が 死亡 する 、 又 は 重傷 を 負う 危険 が 差 
し 迫っ て 生じ る こと が 規定 され る こと "を 示し ます 。 


ある こと "を 示し ます 。 


誤っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 する 、 又は 重傷 を 負う 可能 性 が 


リモ 


リモ ー ト コン トロ ー ラ ー に つい て 
右 図 の 回 路 で リモ ー ト コン トロ ー ラ ー を 93.5 ス テレ オ 3 畠 プラ グ 
作成 する こと が で きま す 。 


注意 


レッ 
2 


誤っ た 取り 扱い を する と 人 が 障 宮 を 負う 可能 性 、 又 は 物 的 隊 守 の 
み が 発 生 する 可能 性 が ある こと ” を 示し ます 。 


※1 : 陳 害 と は 、 治 療 に 入 早 や 長期 の 通院 を 要 さ な い 、 けが 、 や けど 、 


感電 な ど を さ し ま す 。 


※2 : 物 的 隠 書 と は 、 家 屋 、 家財 及び 家畜 、 ペ ッ ト に か か わる 拡大 損害 を さ し ま す 。 


【 図 記号 の 説明 】 


図 記号 
禁止 (し て は いけ な いこ と ) を 示し ます 。 
具体 8 な 茜 止 内容 は 、 図 記号 の d 


記 


三 ! 


守 


の 意 味 


や 近く に 絵 や や 文章 で 指示 し ます 。 


リ 


必ず 実行 し て いた だ く 「 強 制 」 内容 で す 。 


具体 8 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 文 章 で 指示 し ます 。 


を 


電源 ブラ グ を 必 


具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 


?$ ず コン セン ト か ら 抜 いて いた だ く 「 強 制 」 内 容 で す 。 
や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


本 製品 の 故障 、 誤動作 、 不 具合 、 
の 機会 を た 失 っ た た め に 3 
一 切 その 責任 を 負い か ね ま 


ある い は 停電 時 の 外部 要因 で 、 通信 な ど 
E じ た 損害 等 の 純粋 経済 障害 に つき まし て は 、 当社 は 


す の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


全 必 ず 上 


トコ ント ロー ラー を 本 機 の リモ 


トコ ント ロー ル 端 字 に 接続 する こと に よ 
り 本 機 より 離 れ た 位置 で 電圧 を 可変 させ 
る こと が で きま す 。 
動作 範囲 は 約 5 15V で す 。 


れ が あり 


参 探 長 は 1 
また 、G 


47K 10K 15K 


の 配線 、 抵 抗 値 で 作成 し て くだ さい 。 他 の 抵抗 値 を 使用 する と 本 機 を 壊す 恐 
ます 。 こ の 場合 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 
人 @ 林 機 に 接続 を 行う 場合 は 必ず 本 機 の 電源 は OFF の 状態 で 行っ て くだ さい 。 

.5m ま で 、 線 径 は .0.5m m 以 上 (AWG26 以 上 ン 1 本 あたり ) に し て くだ さい 。 
D の 端子 を シー ルド 線 に し て くだ さい 。 


強制 


ヽ 
本 機 は 際 雇用 コン セン ト 


(AC100V) で ご 使用 下さ い 。 

それ 以外 で 使用 する と 感電 、 炎 
人 秋 の 原因 と な り ま す 。 
プ 


強制 


使用 中 は 本 体温 度 が 上 昇 し ます 
の で 、 本 体 表 面 に は 触れ な いで 下 
さい 。 

特に 放 熟 胃 は 高温 に な り ま す の 
で 、 総 対 に 煎れ な いで 下さ い 。 

大 傷 の 原因 と な る こと が あり 名 


強制 


へ 
配線 や 端 字 の 締め 付け は 定期 的 

に 京 検 し て 下さ い 。 消耗 や ゆる み 

は 故障 や 発 熟 の 原因 と な り ま す 。 


ン 


強制 


へ 

も し 、 内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 
や 衣服 に 付い た と き は すぐ に きれ 
いな 水 で 洗い 流し て 下さ い 。 

で の まま に し て お く と 、 皮 虜 が 
か ぶれ る 原因 と な り ま す 。 

内 部 か ら 漏 れ た 液 が 、 目 に 入っ 
た と き は すぐ に きれ いな 水 で 洗い 、 
医師 の 治療 を 受け る こと 。 

その まま に し て お く と 、 目 に 障 
害 が 起き る こと が あり ます 。 


本 機 出力 端子 の ( 十 Xー) 敵 子 に 使 
用 機種 の (バー) コ ー ド を 逆 に 接続 
し た り 、 シ ョ ー ト させ た り し な い 
で 下さ い 。 

故障 、 峡 秋 の 原因 と な り ま す 。 


電源 プラ グ の 抜き 差し は 、 電源 ブ 
ラグ を も っ て 、 行っ て 下さ い 。 


全 類 、 感電 、 
ます 。 


故障 の 原因 に な り 


い 。 

湿度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 
急 に 暖か い 所 に 移動 し ます と 、 製 
品 に 名 が つく 場合 が あり ます 。 

角 が つく と 製品 に 悪い 影響 を 与 
え 、 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 
よく 乾燥 させ 、 吉 を よく 取り 除い 
て か ら 、 ご 使用 下さ い 。 


濡れ た 手 で プラ グ の 抜き 差し を し 
な いこ と 。 

清 れ た で 作業 する と 、 感 電 の 
恐れ が あり ます の で 、 絶対 に し な 
いで 下さ い 。 


禁止 


y 


禁止 


引 鱗 性 ガス の 発生 場所 で は 、 電 
源 を 入れ な いこ と 。 
発 大 の 原因 に な り ま す 。 


ヒュ ー ズ の 取り 替え は 電源 コー 
ド を コン セン ト よ り 抜 き 、 指定 の 
ヒュ ー ズ を ご 使用 下さ い 。 

発 熟 、 発 久 の 原因 に な り ま す 。 


ン 


を 


2 外さ ず に 


際 故障 の 原因 と な り ま す 。 


お 和 手入れ を する と き は 、 電源 コ 
ー ド を コン セン ト か ら 抜 いて 下さ 
い 。 


$ 手 入れ を する と 感電 、 


ン 


を 


電源 プラ グ 
半 ン セン さい 。 


ト より 抜け と の まま 使用 する と 大 秋 の 原因 


も し 、 煙 り が 出 て いる 、 変 な 自 
い が す る 等 の 異常 が 発生 し た と き 
は 、 す ぐに 電源 コー ド を 外し て 下 


と な り ま す 。 速やか に 購入 店 また 
は 最寄り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 
連絡 下さ い 。 


幼児 の 手 の 届 く 場 所 に は 冒 か な 
いこ と 。 
けが 、 


業 傷 の 原因 と な り ま す 。 


本 機 に 接続 され る 機器 は 、 本 機 
の 定格 に あう 機器 を ご 使用 下さ い 。 

それ 以外 の 機器 に 接続 し ます と 
故障 の 原因 に な り ま す 。 


本 機 の 通風 口 や 隙間 か ら 、 針金 
等 の 金属 や 燃え や すい 物 を 、 内 部 
に 入れ な いで 下さ い 。 

改 障 、 感 電 、 人 人 炎 の 原因 と な り 
ます 。 

も し 異物 が 入っ た 場合 、 本 機 の 
電源 スイ ッ チ を 切り 、 電 源 コ ー ド 
を コン セン ト よ り 抜 き 販売 店 に ご 
相談 下さ い 。 


の r 
分 解 、 改 造 、 修 理 し な いこ と 、 屋外 や 、 浴 室 な ど 、 水 の か か る 本 機 は 央 辺 温度 10 〇 35C の 範 平 で 安定 し た 場所 に 設置 し て 
取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 場所 に 置か な いこ と 。 囲 で 使用 し て 下さ い 。 下さ い 。 
. を 除き 、 ケ ー ス を は ず し 、 内 部 に 周り に コッ プ や 花 江 な ど 、 液 体 本 機 は な る べく 風通し の 良い 場 不安 定 な 場所 に 設置 し ます と 、 
、 煎れ る こと は 避け て 下さ い 。 の 入っ た 容器 を 置か な いこ と 。 所 に 趣き 、 混 気 の 多 い 場所 で の 使 強制 。 舌 下 、 転 国 で けが の 原因 と な り ま す 。 
⑮⑯ 又 、 電源 コー ド を 加工 し て 、 短 液体 が こぼれ て 内 部 に 入る と 、 《 ゆ 用 は 避け て 下さ い 。 
ー。 くし た り 、 継ぎ 足し て 天 長 し な い 炎 鱗 、 感電 の 原因 と な り ま す 。 座 制 下 映 日 光 の あたる 場所 、 水 湾 の 
分 解禁 止 で 下さ い 。 液体 が こぼれ て 内 部 に 入っ た 場 か か る 場所 や 、 人 / 
この 場合 、 保 証 は で きま せん 。 合 、 す ぐに 電源 コー ド を コン セン で の 使用 は 止め て 下さ い 。 本 体 後面 部 及び 、 上 部 、 便 面 8 
叉 、 業 秋 、 感電 、 ケ ガ の 原因 に な ト か ら 外 し て 下さ い 。 ま た 、 温 気 発 各 、 発 魚 、 故障 の 原因 に な り の 通風 口 を 肢 が な いで 下さ い 。 
り ま す 。 守 路 の 多い 場所 で は 使用 し な いで 下さ ます 。 弥 上  . 沈 熱発 欠 、 故 陳 の 原因 と な り 


ます 。 


本 機 は パッ テリ ー 等 の 電流 容量 
の 大 きい 物 の 充電 用 と し て 設計 さ 
れ て お り ま せん 。 充電 に は 絶対 に 
使用 し な いで 下さ い 。 

故障 の 原因 に も な り ま す 。 


禁止 


本 機 の シガー ソケット に は 、 自 
動車 で 使用 する シガー ライ ター は 
使用 し な いで 下さ い 。 

故障 の 原因 と な り ま す 。 


禁止 


シガー ソケット で の ご 使用 の 場合 、 
シガー ソケット プラ グ を 確実 に 差 
し 込ん で か ら ご 使用 下さ い 。 

故障 の 原因 と な り ま す 。 


